
科研費による
研究の推進

各省がそれぞれ定める

目的のための公募型
研究の実施

イ ニ シ ア テ ィ ブ

政府による主導
【mission-oriented research】

研究者の自由な発想
【学術研究 (curiosity-driven research)】

研
究
内
容
・
研
究
者
・
研
究
組
織
等

政府主導の国家プロ
ジェクトの実施

大学共同利用機関

大学附置研究所

などにおける特定目的
の研究の推進

あ
ら
か
じ
め
設
定

公
募
・
審
査
【競
争
的
研
究
資
金
】

研
究
者
の
自
由

基盤的経費による

研究の推進

＜政府による研究推進の分類と「科研費」の位置付け＞

※科研費(1,895億円)は、政府全体の科学技術関係経費(約3.6兆円)の約5%、政府全体の
競争的研究資金(約4,700億円)の約40%を占めています

「科学研究費補助金」（科研費）は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、
基礎から応用までのあらゆる｢学術研究｣（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展
させることを目的とする｢競争的研究資金｣であり、ピア・レビューによる審査を経て、独創的・
先駆的な研究に対する助成を行うものです。

科学研究費補助金の位置付け

資料１
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研究成果

機能性食品（※）という
新しい分野の創出

「食品機能の系統的解析と展開」

藤巻正生

（昭和59年度～ 特定研究）

（東京大学・お茶の水女子大学名誉教授）
※成人病や老人病などの病態に対応
した機能を有する食品
（例：β‐カロチン、リノール酸）

化学物質の画期的な合成
法を実現

「遷移金属錯体を用いる新規合
成反応」

野依良治

（昭和47年度～ 一般研究，特別推進研究 他）

（名古屋大学名誉教授）

・副作用のない薬品の製造などに広く応用

・世界のメントールの約３分の１を生産

ノーベル化学賞（平成１３年度）

光通信の実現
「半導体多層薄膜構造による光
集積回路用レーザの研究」

末松安晴

（昭和41年度～ 一般研究，基盤研究 他）

（国立情報学研究所顧問）
超高速のブロードバンド時代の
実現

「ポリアセチレンフィルムの半導
体としての応用に関する研究」

白川英樹

（昭和44年度～ 試験研究，基盤研究 他）

（筑波大学名誉教授）

電気を通すプラスチックの
実用化

携帯電話の電池など様々な電子

部品などに利用

ノーベル化学賞（平成１２年度）

研究課題

垂直磁気記録の実現
「磁気薄膜による高密度情報記
録の研究」

岩崎俊一

（昭和42年度～ 機関研究、一般研究 他）
（東北大学名誉教授） ・垂直磁気記録方式ＨＤＤの実用化

社会への貢献の例
（30年後の重点分野を育ててきた科研費）

科研費による研究の多くは、短期的な目標達成よりも、むしろ長期的視野に立ったものであり、
社会にブレークスルーをもたらす画期的な研究成果を多く生み出しています。ノーベル賞を受
賞した研究成果の多くも、３０年以上前の萌芽期から科研費によるサポートを受けています。
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科 学 研 究 費 補 助 金 の 拡 充

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

億円

平成１９年度
概算要求額
２，１０６億円

平成８年度
１，０１８億円

（１，０００億円突破）

平成元年度
５２６億円

（５００億円突破）昭和４７年度
１００億円

（１００億円突破）
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○研究費の有効活用
・補助金の不正使用の防止
・研究活動の不正行為の防止
・研究費配分における無駄の排除

○科研費の弾力的使用

○科学技術基本計画 （閣議決定）

“競争的資金の拡充”
“間接経費３０％の早期実現”

○経済財政運営と構造改革に関する
基本方針２００６ （閣議決定）
“競争的資金の拡充”

○経済成長戦略大綱 （経済財政諮問会議）

“若手研究者への支援”

○平成１９年度の科学技術に関する予
算等の資源配分の方針
“若手研究者支援、間接経費の充実”
“イノベーションの源の潤沢化”

（総合科学技術会議）

◎ 若手研究者育成・支援の充実
・若手研究（Ｓ）の新設 等

◎ 間接経費の拡充

◎ 独創的・先駆的な研究の重点的推進

◎ 審査・評価体制の充実

◎ 日本学術振興会への更なる移管

科

研

費

の

拡

充

と

改

革 ◎ 年度間繰越の活用促進

◎ 不正使用等への対応
・機関管理の体制強化
・ルールの徹底 等

◎ 電子システム化の推進

平成１９年度概算要求額
２，１０６億円（１，８９５億円）

科学研究費補助金の拡充と改革
研究者の自由な発想に基づく学術研究を幅広く推進
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